
私
の
生
れ
故
鄕
山
口
を
偲
ぶ

　

私わ
た
し

の
生う

ま

れ
故こ

鄕き
や
うは

山や
ま

口ぐ
ち

で
あ
る
。
明め

い

治ぢ

九
年ね

ん

の
十

月ぐ
わ
つ

恰あ
た
かも
萩は

ぎ

の
亂ら

ん

が
起お

こ

る
少す

こ

し
歬ま

へ

に
、
そ
こ
の
道だ

う

場ぢ
や
う

門も
ん

歬ぜ
ん

町ち
や
うに

生う
ま

れ
た
。
東と

う

北ほ
く

か
ら
西せ

い

南な
ん

に
走は

し

つ
て
湯ゆ

田だ

や

小を

郡ご
ほ
りの

方は
う

へ
向む

か

ふ
山や

ま

口ぐ
ち

の
中ち

う

央あ
う

街が
い

路ろ

の
眞ま

ん

中な
か

か
ら
少す

こ

し

南み
な
みに

は
づ
れ
た
所と

こ
ろに

、
一い

ち

之の

坂さ
か

川が
は

と
い
ふ
小を

川が
は

が
南な

ん

下か

し
て
天て

ん

神じ
ん

川が
は

す
な
は
ち
椹ふ

し

野の

川が
は

と
い
ふ
の
へ
注そ

ゝ

ぐ
が
、

そ
の
小を

川が
は

が
道だ

う

場ぢ
や
う

門も
ん

歬ぜ
ん

町ち
や
うを
横よ

こ

切ぎ

る
と
こ
ろ
の
川か

は

沿ぞ

ひ
の
屋や

敷し
き

、
そ
の
橋は

し

の
袂た

も
との
左

ひ
だ
り

詰づ

め
の
家い

へ

が
、
私わ

た
しの
生う

ま

れ
た
家い

へ

で
あ
つ
た
。
向む

か

ひ
の
家い

へ

は
印い

ん

判ば
ん

屋や

で
あ
つ
た
こ

と
だ
け
覺お

ぼ

え
て
ゐ
る
。
そ
こ
の
店み

せ

の
歬ま

へ

に
は
よ
く

び

に
い
つ
て
可か

愛は
い

が
ら
れ
も
し
た
こ
と
を
覺お

ぼ

え
て
ゐ
る
。

後こ
う

年ね
ん

そ
の
地ち

を
尋た

づ

ね
て
い
つ
て
夢ゆ

め

が
さ
め
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
小を

川が
は

は
も
つ
と
大お

ほ

き
な
川か

は

で
あ
つ
た
と
記き

憶お
く

し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
せ
ま
く
て
而し

か

も
淺あ

さ

い
小を

川が
は

で
あ
つ
た
の
が
不ふ

思し

議ぎ

で
た
ま
ら
な
い
。（
後
略
）

（『
婦
人
之
友
』
第
三
十
四
巻
第
六
號
（
昭
和
十
五
年
））自筆原稿（婦人之友社所蔵）

明
治
9（
一
八
七
六
）年	

　

一
歳	

10
月
4
日
、
関
口
隆
吉
と
静
子
の
次
男
と
し
て
、
山
口
県
山
口
町
道
場
門
前
町
（
現
・
山
口
市
道
場

門
前
）、
一
ノ
坂
川
左
岸
辺
に
生
ま
れ
る
（
元
の
安
部
本
陣
）。
関
口
家
は
代
々
今
川
家
に
仕
え
、
徳

川
家
旗
本
。
隆
吉
は
、
二
代
目
の
山
口
県
令
。

明
治
13（
一
八
八
〇
）年	

　

五
歳	

山
口
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
入
学
す
る
。
こ
の
頃
、父
よ
り
小
さ
な
机
を
貰
い
、生
涯
愛
用
す
る
。

明
治
14（
一
八
八
一
）年	

　

六
歳	

2
月
、
父
が
元
老
院
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
母
と
姉
妹
と
共
に
山
口
よ
り
上
京
す
る
。

明
治
20（
一
八
八
七
）年	

一
二
歳	

3
月
、
静
岡
尋
常
中
学
校
に
入
学
す
る
。

明
治
22（
一
八
八
九
）年	

一
四
歳	

12
月
20
日
、
新
村
家
の
養
子
と
な
る
。
養
父
猛
雄
は
、
徳
川
慶
喜
公
家
扶
。

明
治
23（
一
八
九
〇
）年
頃	

一
五
歳
頃	

こ
の
頃
、
歌
を
学
び
始
め
る
。

明
治
25（
一
八
九
二
）年	

一
七
歳	

9
月
12
日
、
推
薦
さ
れ
て
第
一
高
等
中
学
校
予
科
二
級
に
入
学
す
る
。
こ
の
頃
、
国
文
を
習
っ
た
落

合
直
文
教
授
か
ら
「
歌
道
の
啓
蒙
」
を
受
け
る
。

明
治
29（
一
八
九
六
）年	

二
一
歳	

9
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
に
入
学
す
る
。
教
授
上
田
万
年
、
教
師
フ
ロ
レ
ン
ツ
の

二
師
の
下
で
言
語
学
を
修
め
る
。

明
治
32（
一
八
九
九
）年	

二
四
歳	

7
月
10
日
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
卒
業
。
明
治
天
皇
よ
り
銀
時
計
を
下
賜
さ
れ
る
。

明
治
33（
一
九
〇
〇
）年	

二
五
歳	

11
月
10
日
、
荒
川
重
平
（
旧
幕
臣
）
の
長
女
豊
子
と
結
婚
。

明
治
35（
一
九
〇
二
）年	

二
七
歳	

2
月
7
日
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
に
就
任
す
る
。

明
治
37（
一
九
〇
四
）年	

二
九
歳	

8
月
24
日
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
を
兼
任
す
る
。

明
治
40（
一
九
〇
七
）年	

三
二
歳	

1
月
25
日
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
に
転
任
す
る
。

明
治
42（
一
九
〇
九
）年	

三
四
歳	

5
月
17
日
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任
す
る
。
言
語
学
講
座
を
担
任
。

明
治
43（
一
九
一
〇
）年	

三
五
歳	

4
月
1
日
、
京
都
文
学
会
に
て
『
藝
文
』
を
発
刊
。
6
月
29
日
、
京
都
帝
国
大
学
総
長
の
推
薦
に
基

づ
き
文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
る
。

大
正
6（
一
九
一
七
）年	

四
二
歳	

5
月
12
日
、
長
崎
か
ら
の
帰
途
、
山
口
に
立
ち
寄
る
。
旧
宅
趾
を
回
顧
し
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館

を
訪
ね
、
毛
利
公
の
名
苑
を
佐
野
友
三
郎
図
書
館
長
ら
と
訪
問
す
る
。

大
正
12（
一
九
二
三
）年	

四
八
歳	

12
月
、
京
都
小
山
中
溝
町
に
定
住
す
る
（
現
在
の
重
山
文
庫
の
所
在
地
）。
そ
の
邸
宅
は
、
木
戸
孝
允

が
鴨
川
の
西
畔
に
居
住
し
て
い
た
家
の
一
部
分
を
譲
り
受
け
、
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
13（
一
九
二
四
）年	

四
九
歳	

12
月
3
日
、
随
筆
集
『
南
蛮
更
紗
』（
改
造
社
）
を
刊
行
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

五
二
歳	

10
月
、
福
岡
か
ら
の
帰
途
、
山
口
に
寄
り
帰
洛
す
る
。
26
日
夕
ぐ
れ
、
即
興
の
句
「
な
つ
か
し
や
う

ま
れ
故
鄕
の
初
し
ぐ
れ
」
を
つ
く
り
、
下
関
で
購
入
し
た
『
奥
の
細
道
』（
岩
波
文
庫
）
の
ト
ビ
ラ
に

記
す
。
12
月
25
日
、『
東
方
言
語
史
叢
考
』（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
。

昭
和
6（
一
九
三
一
）年	

五
六
歳	

8
月
19
日
、
随
筆
30
点
が
、
柳
田
國
男
や
吉
村
冬
彦
、
齋
藤
茂
吉
の
著
作
と
共
に
『
現
代
日
本
文
學

全
集
』
第
58
篇
（
改
造
社
）
に
収
録
さ
れ
る
。

昭
和
9（
一
九
三
四
）年	

五
九
歳	

10
月
中
・
下
旬
、
福
岡
か
ら
の
帰
途
、
長
府
尊
攘
堂
や
萩
の
史
蹟
な
ど
を
訪
ね
、
防
府
町
三
田
尻
（
現
・

防
府
市
）
に
宿
泊
す
る
。

昭
和
11（
一
九
三
六
）年	

六
一
歳	

10
月
19
日
、
京
都
帝
国
大
学
を
退
官
す
る
。
正
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
及
び
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授

を
授
与
さ
れ
る
。

昭
和
12（
一
九
三
七
）年	

六
二
歳	

11
月
24
日
、
日
本
音
声
学
協
会
会
長
に
就
任
す
る
。

昭
和
13（
一
九
三
八
）年	

六
三
歳	

5
月
28
日
、
日
本
言
語
学
会
を
創
立
し
、
会
長
に
就
任
す
る
。

昭
和
15（
一
九
四
〇
）年	

六
四
歳	

6
月
1
日
、「
私
の
生
れ
故
鄕
山
口
を
偲
ぶ
」（『
婦
人
之
友
』
第
34
巻
第
6
號
）
を
発
表
。

昭
和
16（
一
九
四
一
）年	

六
六
歳	

4
月
、
歌
集
『
重
山
集
』（
草
木
屋
出
版
部
）
を
刊
行
。
日
本
方
言
学
会
会
長
に
就
任
す
る
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

七
五
歳	

11
月
1
日
、
歌
集
『
雨
月
』（
私
家
版
）
を
刊
行
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

七
七
歳	

6
月
15
日
、
歌
集
『
牡
丹
の
園
』（
白
楊
社
）
を
刊
行
。

昭
和
30（
一
九
五
五
）年	

八
〇
歳	

5
月
25
日
、『
広
辞
苑
』
第
1
版
（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
。

昭
和
31（
一
九
五
六
）年	

八
一
歳	

11
月
3
日
、
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
同
日
京
都
名
誉
市
民
の
表
彰
を
受
け
る
。

昭
和
42（
一
九
六
七
）年	

九
二
歳	

8
月
17
日
午
後
7
時
40
分
、
永
眠
す
る
。
銀
杯
一
組
を
下
賜
さ
れ
る
。

《
没
後
》	

	

昭
和
43（
一
九
六
八
）年	

	

8
月
17
日
、
遺
歌
集
『
白
芙
蓉
』（
初
音
書
房
）
刊
行
。

昭
和
46（
一
九
七
一
）年
〜
昭
和
48（
一
九
七
三
）年	

	

『
新
村
出
全
集
』
全
15
巻
（
筑
摩
書
房
）
刊
行
。

	
	

※
『
新
村
出
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
参
照

　（
提
供
・
安
光
裕
子
）

新
村
　
出

村
が
主
に
歌
の
題
材
に
選
ん
だ
の
は
、
常
日
頃
愛
で
た
草
花
や
星
な

ど
の
自
然
界
、
さ
ら
に
は
偕
老
を
誓
っ
た
妻
や
慈
し
ん
で
止
ま
な
い

子
や
孫
で
あ
る
。

　
　

�

ふ
る
さ
と
の
周
防
の
く
に
の
マ
ル
メ
ロ
を

　
　
　
　
　
　
　

か
ぐ
の
こ
の
み
と
味
は
ふ
吾
は�

生
れ
故
郷
を

　
　

�

日
う
ら
ら
か
妻
子
ら
孫
ら
ま
ど
ゐ
し
て

　
　
　
　
　
　
　

吾
を
慶よ
ろ
こぶ
そ
の
さ
き
は
ひ
を

　

新
村
は
、谷
崎
潤
一
郎
や
川
田
順
、吉
井
勇
と
座
談
会
を
も
つ
な
ど
、

文
学
者
と
も
広
く
交
流
が
あ
っ
た
。�

（
文
・
安
光
裕
子
）

　
『
広
辞
苑
』
の
編
者
と
し
て
著
名
な
新
村
出
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）、
山
口
県
山
口
町
道
場
門
前
町
に
生
ま
れ
た
。

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
後
、
同
大
学
助
教
授
、
の
ち

京
都
帝
国
大
学
助
教
授
に
転
任
、
同
大
学
教
授
に
て
退
官
す

る
ま
で
言
語
学
講
座
を
担
任
し
、
近
代
日
本
の
言
語
学
の
発

展
に
寄
与
し
た
。そ
の
功
績
に
よ
り
、文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
、

京
都
名
誉
市
民
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

新
村
は
、
言
語
学
研
究
の
傍
ら
、
短
歌
に
も
造
詣
が
深
く
、

随
筆
に
も
非
凡
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

山
口
時
代
を
回
想
し
た
随
筆
「
私
の
生
れ
故
鄕
山
口
を
偲

ぶ
」
の
中
で
、
父
隆
吉
が
山
形
（
県
令
）
か
ら
山
口
（
県
令
）

に
転
任
し
た
こ
と
か
ら
「
山
」
の
字
を
重
ね
て
出い
ず
ると
命
名
さ

れ
た
こ
と
や
随
筆
「
私
の
書
齋
」
の
中
で
、
京
都
の
邸
宅
は
、

父
が
木
戸
孝
允
と
同
門
の
関
係
で
維
新
後
推
輓
に
与
っ
た
前

世
の
因
縁
に
よ
り
、
木
戸
邸
の
一
部
分
を
譲
り
受
け
移
築
し

た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
親
交
の
深
い
大
山
澄
太
の
依
頼
に
よ
り
、
大
山
編

纂
に
よ
る
種
田
山
頭
火
の『
其
中
日
記
』や『
あ
の
山
越
え
て
』

の
序
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
山
頭
火
と
は
「
同
鄕

人
め
い
た
一
種
の
關
係
」
で
、「
生
れ
故
郷
の
回
想
も
手
伝
つ

て
」
山
頭
火
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
著
作
の
随
所
に
山
口
に
ま
つ
わ
る
事
柄

が
見
ら
れ
、
山
口
時
代
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
新
村
に
と
っ

て
の
山
口
は
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
懐
か

し
い
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

他
に
も
数
多
く
の
随
筆
が
あ
り
、
星
座
に
関
す
る
随
筆
や

語
源
に
関
す
る
随
筆
な
ど
三
十
点
が
、
柳
田
國
男
や
吉
村
冬

彦
、
齋
藤
茂
吉
の
著
作
と
共
に
『
現
代
日
本
文
學
全
集
』（
改

造
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

新
村
に
は
、
歌
集
『
重
山
集
』『
雨
月
』『
牡
丹
の
園
』
及

び
遺
歌
集
『
白
芙
蓉
』
が
あ
る
。
和
綴
じ
の
帖
面
九
十
六
冊

に
は
墨
書
の
詠
草
が
毎
日
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
最
晩
年
の

十
年
間
の
歌
だ
け
で
も
数
万
首
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

自
ら
の
歌
道
の
歩
み
に
つ
い
て
「
と
き
に
は
保
守
、
ま
た
は

伝
統
墨
守
、と
き
に
は
模
倣
な
い
し
規
範
従
順
」「
己
を
知
り
、

己
を
恃
み
、初
め
か
ら
主
義
と
か
主
張
と
か
を
も
た
ず
、独
歩
、

独
楽
」「
流
派
に
属
せ
ず
、
単
に
古
今
を
師
と
し
て
、
天
地
を

仰
ぎ
、
孤
負
も
せ
ず
、
和
協
を
も
っ
ぱ
ら
と
な
し
」
と
述
べ

て
い
る
。
即
ち
「
善
良
な
る
平
凡
人
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る

だ
け
」
と
い
う
の
が
一
貫
し
た
信
条
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
新

言
語
学
・
短
歌

新し

ん

村む

ら

　

出
い
ず
る

山口市

（1876～1967）

【
編
著
作
】　

『
広
辞
苑
』（
昭
和
30
・
岩
波
書
店
）

『
白
芙
蓉
』
遺
歌
集
（
昭
和
43
・
初
音
書
房
）

『
新
村
出
全
集
』
全
十
五
巻
（
昭
和
46
～
48
・
筑
摩
書
房
）
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か

年
譜

　

新
村

　
出

重
山
文
庫
所
蔵

昭和22 年 6月9日（陛下御前での座談のあと）
右より、新村出、川田順、谷崎潤一郎、
吉井勇� （重山文庫所蔵）

木戸孝允より譲り受けた京都の邸宅
（現在、重山文庫）
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